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■コンテナ内のグッズと用途　 （年1回、必要に応じて更新）

用途 グッズ 数量※ 具体的な使用方法

確認
通報

マニュアル 1

使い捨て作業着
Mサイズ
Lサイズ

各5セット
（白衣・マスク・帽子を）必要に応じて着用する

使い捨て手袋 100枚 必要に応じて着用する

軍手 5双 必要に応じて着用する

ビニールシート（大） 3枚 資料の上にかぶせて、資料が濡れないようにする

ビニール紐（細） 2巻 ビニールシートを固定する

養生テープ 2巻 ビニールシートを固定する

はさみ 1挺 紐やテープを切る

吸水土のう 20個 水濡れ箇所の周りに置き、被害が広がらないようにする

バリケードテープ 2巻 被災場所を隔離する（非粘着性テープ）

バケツ(大） 3個 水を吸わせた雑巾、タオル等を絞る

スポンジクロス 7個 水を吸わせる（初期段階）

雑巾 20枚 水を吸わせる（初期段階）

吸水タオル 15枚 水を吸わせる（初期段階）

新聞紙 1か月分 水を吸わせる（初期段階の後）

キッチンタオル 6巻 水を吸わせる（初期段階の後）

照明器具（マグネット付きLED作業灯） 4個 停電時に使用する

蓄光テープ 2巻 作業場所を明示する

フリーザバッグ 60袋 水濡れ資料の冷凍や、資料保護のために使用する

ビニール袋 100袋 水濡れ資料の冷凍や、資料保護のために使用する

資料確認票 2部 資料の状態を記録する

筆記用具 適量 資料確認票を記入する

油性サインペン 2本 ビニールシート、フリーザバッグやビニール袋等に書き込む

※数量はおおよそ書架2連分の水濡れ資料の応急措置を想定したもの。

　　　　　国立国会図書館の書庫内水濡れ対応グッズ　　　　書庫内水濡れ対応グッズ（収納コンテナ外観）

身体保護

停電対策

記録

防水
養生
隔離

吸水

冷凍
資料保護

国立国会図書館 書庫内水濡れ対応グッズ


